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1 はじめに
スマートフォンユーザは，自身の利用場所や電波状況に応じ











Wi-Fi を併用するシステムを VCHS(Various Customers,











Minimize cgsg + cwsw
Subject to
wgWg + wwWw  目標平均応答時間
wgBg + wwBw  目標ブロック率
sg，sw 　最低システム数（=1) 




















待ち行列モデル [2]を利用する (図 1参照)．
ここで，ユーザの到着はバースト性を有するため超指数分布
に従い，サービス時間は平均処理時間 h = 1= に従う指数分
布に従うものとする．なお，公衆回線とWi-Fiをそれぞれ異な
る形態の待ち行列モデルとして表現し，公衆回線を想定する待





各形態の到着率は  = 1=5 = 0:2 で一定とし，平均サー
ビス時間 h はサーバ１つあたりの負荷である利用率 (= sh)
の値が  = 0:1; 0:2; : : : ; 1:0 となるように値を定め，分散 2
の値を 2 = 30，60，: : :，210 と変化させる．各形態のサー
バ数 sg，sw は H2/M/1/Kg では sg = 1，H2/M/sw/Kw では
sw = 30とする．システムの容量 Kg，Kw はそれぞれ Kg = 10
，Kw = 10とする．また，ユーザが H2/M/sw/Kw に接続する





図 2 H2/M/1/Kg 図 3 H2/M/sw/Kw
このシミュレーション結果を多変量解析し，公衆回線，Wi-Fi
それぞれの平均応答時間Wg，Ww，回線ブロック率 Bg，Bw を，
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